
シリーズ　今、気づき、じんけん

共に生きる 30

　
久
留
米
市
に
は
、
小
学
校
区
を
基
本

に
43
の
消
防
分
団
が
あ
り
、
約
１
５
０

０
人
の
団
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
地

域
に
根
差
す
消
防
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
、
火
災
や
大
規
模
災
害
な
ど
の
非
常

時
に
、
消
火
活
動
や
救
助
活
動
な
ど
に

従
事
。
住
民
の
安
全
を
守
る
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
学
生
や
仕
事
と
両
立

す
る
人
な
ど
、
多
様
な
人
材
が
い
ま
す
。

市
の
女
性
団
員
は
１
４
４
人
で
、
県
内

随
一
を
誇
る
数
で
す
。

　
団
員
に
は
活
動
に
対
し
て
報
酬
が
支

給
さ
れ
る
ほ
か
、
福
利
厚
生
制
度
や
５

年
以
上
勤
務
し
て
退
職
し
た
団
員
に
は

退
職
報
償
金
も
あ
り
ま
す
。
入
団
や
見

学
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
先
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
防
災
対
策
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
８
・

５
１
６
０
、
℻
０
９
４
２
・
３
８
・
５

２
４
０
）

地
域
の
安
全
は
自
ら
守
る

消
防
団
員
を
募
集
中

垣根を超えて人とつながる

久留米支団本部 班長
三渕朋子さん

　普段は地元の保育園で仕事をしています。10年
前、園児の保護者に誘われて、18分団（宮ノ陣校区）
に入団。初めは消防団員には男性のイメージしかあ
りませんでしたが、入団して多くの女性が活躍してい
ることを知りました。異動で、現在の久留米支団本
部に。年代や職種など、垣根を超えたつながりがあ
り、楽しく活動しています。心肺蘇生法など、日常
生活でも役立つスキルを身に付けることができるの
も魅力のひとつ。今後も活動を続けていきたいです。

　
久
留
米
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に

知
識
や
能
力
、
経
験
を
生
か
し
て
働
き

た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

　
10
区
分
51
人
を
採
用
予
定
。
論
文
試

験
と
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
基
礎
能
力
試
験
）
で
受

験
で
き
る
事
務
職
Ｂ
や
民
間
等
経
験
枠

も
実
施
。
専
門
職
も
含
め
た
幅
広
い
人

材
を
求
め
ま
す
。

■

募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
【
大
学

卒
業
程
度
】
事
務
職
Ａ
18
人
、
事
務
職

Ｂ
15
人
、事
務
職（
社
会
福
祉
士
）２
人
、

情
報
職
１
人
、
土
木
職
５
人
、
建
築
職

２
人
、電
気
職
１
人
、獣
医
職
１
人
【
民

間
等
経
験
枠
】
事
務
職
３
人
、
土
木
職

３
人　
■

申
込
方
法
電
子
申
請
ま
た
は

郵
送　
■

１
次
試
験
６
月
18
日
㈰
に
久

留
米
大
学
御
井
キ
ャ
ン
パ
ス
。
民
間
等

経
験
枠
は
６
月
17
日
㈯
か
ら
７
月
２
日

㈰
ま
で
に
全
国
３
０
０
カ
所
以
上
の
テ

ス
ト
セ
ン
タ
ー
で
実
施
予
定　
■

試
験

詳
細
試
験
区
分
に
よ
っ
て
受
験
資
格
や

試
験
内
容
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
を
ま

と
め
た
試
験
案
内
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
受
験
申
込
書
や
試
験
案
内
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
郵
送
請
求
も
可
能
で
す

問
人
事
厚
生
課
（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・

９
０
５
６
、
℻
０
９
４
２
・
３
０
・
９

７
０
６
）

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

熱
意
あ
る
人
を

夏
期
市
職
員
採
用
試
験

先輩の指導を受けて工事場所を確認す
る令和 5 年度採用の良永佑介さん（左）

当事者がいる前提の
社会づくりを

　好きになる相手の性別、性自認のあり方など
で多数派とは異なる性のありようを持つ人たち
を総称して性的マイノリティーといいます。そ
の理解を促進するため、国でも LGBT 理解増進
法の制定が進められています。九州大学で性的
マイノリティーなどについて研究する社会学者
の井上智史さんに話を聞きました。

性別を理由にした不当な扱いは今も
　私は福祉社会学という分野で、人が排除や差
別されない社会を形作るために必要なことを調
査研究しています。中でも、ジェンダーや性的
マイノリティーに着目していて、学生への講義
もしています。学生からも、性別を理由に不当
な扱いを受けたことがあるという声が聞かれ
るんですよね。例えば、男性は 4 年制大学、女
性は 4 年制でない学校を周りが勧めることや
男性だからと力仕事を押しつけられるといった
こと。当たり前と思っていたことが実は差別に
なっているということもあります。

　性的マイノリティーについての調査結果で、
ある程度関係性に距離がある人のことだと「受
け入れられる」と考える人がいる一方で、家族
や親しい関係にある人だと「受け入れがたい」
と考えてしまう傾向があるそうです。当事者は
信頼している人から「性的マイノリティーは大
変」や「あなたのためを思って」と言われ、あ
りのままの自分を否定されることも。それは当
事者にとって、とてもつらい思いを抱え、傷つ
くことになると思います。

理解していく歩みを止めない
　性別は男女に必ず分けられるものではなく、
多様であり複雑なものです。性的マイノリ
ティーかどうかは、周りから見て分かるとは
限りません。普段接している人が当事者であ
ることも。当事者がその場にいるから対応す
るのではなく、いるかもしれないと考え、排
除しない社会の仕組みを作っていくことが必
要です。どんな場面で、誰が生きづらさを感
じているのかを想像し、自分の生活している
範囲で当たり前になっていることへ問いかけ
をするところから始めてほしいですね。啓発
や研修などで学んだことがある人も、一度学
んだから大丈夫ではなく、理解する歩みを止
めないことが大切です。
問男女平等政策課

（☎ 0942･30･9044、℻ 0942･30･9703）

「
排
除
す
る
の
で
は
な
く
社
会
の
一

員
と
し
て
支
え
合
っ
て
い
け
た
ら
」

と
話
す
井
上
さ
ん

令和 4 年から久留米市男女
平等政策審議会の会長を務め
る。令和 5 年から九州大学大
学院人間環境学研究院で講師
として勤務

井上智史さん
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